
1514

「金沢世界都市構想」第2次基本計画 総　論 General remarks

人　口
土地利用
と

交通体系

都市内交通については、公共交通の充実や環状

道路の有効活用、TDM※（交通需要マネジメント）

施策を推進し、中心市街地と郊外市街地、郊外市

街地間の連絡性の向上や渋滞の緩和を図り、人に

やさしく利便性の高い交通体系の実現をめざします。

また、都心軸での新しい交通システム導入をめ

ざし、導入空間の確保や初期投資、採算性等の検

討を進めます。

※TDM（交通需要マネジメント）施策
自動車利用者の交通行動の変更を促し、都市または都市
圏レベルで交通渋滞を緩和する手法

都市内交通1

圏域交通については、国や県、関連市町

と連携・協力し、加賀、能登、富山方面と

のアクセスを向上させるため、圏域道路網

の整備を図ります。また、並行在来線の有

効活用による圏域交通の充実を図ります。

圏域交通2 広域交通では、北陸新幹線の早期開業、

金沢港の拡充整備、小松空港の機能充実、

東海北陸自動車道等の広域道路の整備促進

を図り、国内外との交通アクセスの向上を

めざします。

広域交通3

②交通体系の基本方針
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計画の推進体制

1 市民にわかりやすい施策の推進

03

＊PDCAサイクル（Plan=計画、Do=実行、Check=評価、Action=見直し）
とは、行政施策について、計画、実施、評価、見直しまでを一環して
行い、さらにそれを次の計画に生かしていく手法

PDCAサイクル手法の導入1

重点プロジェクトごとに、具体的でわかりやすい数値目標を設定し、市
民、議会と行政が目標を共有することで計画の進捗を管理していきます。

数値目標の設定2

計 　 画  

実 　 行  

評 　 価  

見 直 し  

第2次 
基本計画の 
推進体制 

・選択と集中による施策の重点化 
・市民、議会、行政が目標を共有するための数値目標の設定 
・｢まちづくり市民研究機構｣による政策研究 
・市民アンケートやパブリックコメント等による市民意見の取入れ 

・市民と行政の協働による施策の推進 

・行政評価制度 
・ホームページ等による結果の公表 
・議会における検証 
・市民ニーズや満足度の把握のための定期的なアンケート調査等の実施 

ＰＤＣＡサイクル 
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市民参加
と

協働の推進

市民に
わかりやすい
施策の推進

施策の重点化・

庁内横断体制の

強化と計画の見直し

この計画を進めるにあたっては、PDCAサイクル手法の導入や重点プロジェクトごとの数値目

標の設定など市民にわかりやすい施策の推進、市民と行政との協働を基本とします。また、行

財政改革や金沢市中期財政計画と連動させ、施策の重点化、庁内横断体制での推進を図ります。
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市民参加
と

協働の推進

市民に
わかりやすい
施策の推進

施策の重点化・

庁内横断体制の

強化と計画の見直し

協働推進条例（｢金沢市における市民参加及び協働の推進に関する条例｣）の

趣旨及び手続きに則り、市民参加と協働を推進します。

協働推進条例に基づく市民参加と
協働の推進1

行政のスリム化、効率化など行財政改革に努めるとともに、計画の推進にあ

たっては、中期財政計画と連動させていきます。

行財政改革の徹底、
中期財政計画との連動1

財政状況をはじめ、社会を取り巻く環境は非常に厳しい状況にあることから、

中期財政計画や行政評価の結果を広く公表し、市民の理解のもと、必要に応じ

て選択と集中による施策の重点化を図ります。

選択と集中による施策の重点化2

3つの目標を達成するため、第2次基本計画推進本部と庁内横断型のプロジェ

クトチームを設置し、全庁挙げて総合的、重層的に事業を推進します。また、

各プロジェクト間、各種計画やプランとの連携、調整を図ります。

庁内横断体制による
10の重点プロジェクトの推進3

計画の中間時点で見直しを行うことで、市民ニーズや社会情勢の

変化に柔軟に対応していくこととします。

市民ニーズや社会情勢の変化に伴い
5年目に計画の全面的な見直しを実施4

市民が自主的に参加し、市民主体で都市政策を調査研究する「金沢まちづく

り市民研究機構」の取り組みを本市の政策形成過程の中で積極的に活用してい

きます。

金沢まちづくり市民研究機構の活用2

市民と情報を共有することによって、市民と行政が一体となって計画や施策

を実施していくこととします。

情報の積極的な提供及び公開3

数値目標の達成状況を定期的に発表するとともに、おおむね2年半に1回、市

民ニーズや行政の取り組みに関する市民の満足度等を調査することとします。

市民アンケートによる定期的な
市民ニーズの把握4

計画策定の背景と課題
1 計画策定の背景

04

金沢の個性は恵まれた自然とそれ

を生かした都市構造にあります。そ

して、自然と調和する形で古くから

のまちなみ・景観が残され、まち全

体が歴史と文化を幾重にも重ね合わ

せた独特の魅力を醸し出しています。

また、藩政時代からの伝統文化が

脈々と受け継がれ、工芸に代表され

るものづくりの技と心が市民生活に

溶け込み、豊かな感性を育んできま

した。現在でも、多くの市民が日常

的に伝統文化に親しんでおり、これ

らが金沢の文化力の底力となってい

ます。さらに、金沢は豊富な農作物、

海産物に恵まれ、加賀料理や和菓子

など豊かな食文化を育んできました。

一方、藩政時代、金沢は天下の書

府と称され、学術の振興に努めた歴

史を背景に、幾多の優れた人材を輩

出してきました。そして、このよう

な系譜が学術都市金沢を育み、今日、

金沢の個性は、長年の市民の努力によって築かれた｢金沢らしさを生み出

す固有の資産｣と｢金沢世界都市構想｣の具現化による｢新しいまちづくりの取

り組み｣とによって形成され、これらが全国に情報発信されることで｢金沢の

イメージ｣が築かれてきました。｢世界都市・金沢｣の実現をめざし、金沢の個

性を的確に捉え、強みとして施策に生かして行くことが大切です。

金沢市とその周辺市町に17の高等教

育機関を有しています。

これらのことを背景に、金沢の地

場産業は、強い内発性と文化性を合

わせ持った特有の産業として発展し

てきました。今日でも、ものづくり

の伝統が独自の技術を持つ独創的な

産業を育み、地域経済を支えていま

す。

さらに、金沢では、町会活動、消

防団活動、善隣館活動など公私協働

のコミュニティ活動が市民生活の長

い歴史の中で展開されてきました。

このような金沢の地域自治スタイル

は、地方分権を背景に市民を主役と

する自治のあり方が問われている今、

分権時代の都市モデルとして大きな

価値を持っています。

こうした金沢らしさを生み出す固

有の資産を守り、さらに磨き高めて

いくことが求められます。

金沢らしさを生み出す
固有の資産1
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